
 

 

【5 月 25 日(土)】能と伝統文化の体験学習プログラム「Know the Spirit of Noh」完成

記念発表会 

 

同志社女子大学学芸学部メディア創造学科関口英里ゼミが、インバウンド観光客を対象とした、文化振興モデ

ルを実現する新たなビジネスモデルを創案。大阪・関西万博きょうと推進委員会認証制度の事業として認定！  

 

同志社女子大学（所在地：京都府京田辺市・京都市 学長：小﨑眞）学芸学部メディア創造学科関口英里ゼミで

は、この度、株式会社くろちく（京都市中京区・代表取締役会長 黒竹節人氏）様と連携し創案した掲題のプログ

ラムの完成記念発表会を、同社が保有する能舞台で行います。 

 

■「Know the Spirit of Noh」完成発表会 詳細 

【日時】2024 年 5 月 25 日（土）11:30～12:30 

【場所】株式会社くろちく 百千足館（ももちたるかん）能舞台 

京都府京都市中京区新町通錦小路上百足屋町 380 

【プログラム】 

・プロジェクトおよび企画の説明、学生による実演 

・株式会社くろちく 代表取締役会長 黒竹節人氏によるスピーチ 

 

■「Know the Spirit of Noh」取り組み・活動経緯 

株式会社くろちくとの連携により「能と伝統文化を通じて日本文化を京都から世界へ発信すること」を目標に活動

を開始。 

 

インバウンド観光需要の取り込みと本物の日本文化を体験してもらい、その体験を自ら発信し日本文化を世界

に広めてほしいという思いのもと、「能と伝統文化を世界に広める会」を設立。 

ヒト・文化・情報のグローバル・ネットワーク化が進む現代において、メディアを活用した伝統文化の新たな展開

および更なる振興をめざしています。 

 

その一環として、近年急増し、日本社会に経済的、文化的なインパクトを強めている 

海外旅行客を対象に、能と伝統文化が体験できる独自の文化振興プログラム 

「Know the Spirit of Noh」を創案。 

 

本プログラムの妥当性・需要の調査を目的に、京都における海外旅行客約 200名を対象とした、能と伝統文化、

本プログラムに関するアンケートを実施。結果として、本プログラムのビジネスモデルとしての有効性が実証され、

海外旅行客の文化的思考や消費傾向が明らかとなりました。 

なお、アンケート概要・分析結果は本発表会で紹介予定です。 

プログラムは年内をめどに、株式会社くろちくから⼀般消費者向けに本格運⽤が開始されます。 
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また、本取り組みは大阪・関西万博きょうと推進委員会認証制度（※）の事業として認定され、大阪・関西万博と

の連動により、関西経済と文化を盛り上げることを狙いとし、「京都パビリオン」への出展を申請しています。 

 

※ https://www.pref.kyoto.jp/kikaku/news/certification_2310.html 

 

 

◾「Know the Spirit of Noh」プログラムの特長 

・金剛流能楽師 宇髙竜成氏が出演・指南するレッスンビデオにより能の入門を学習。 

全編 10分程度のビデオで、英語字幕付きのオリジナル作品。 

 

・伝統芸能に対して馴染みがなく、敷居が高い・時間や経済的負担が多い、と感じている海外旅行客でも、気軽

に楽しく能と伝統文化の真髄を体験できるよう、足袋の履き方、扇の開閉方法などの所作をわかりやすく解説。 

 

・ビデオ視聴後は、株式会社くろちくが保有している能舞台にあがり、歩行や発声などを実践。 

 

・１時間程度で速習・実践が完了し、修了した参加者は能と伝統文化の素晴らしさを世界に広める「日本伝統文

化応援大使」に認定され、扇に認定印が押印された修了証が授与される。 

 

・「日本伝統文化応援大使」に認定された体験者は、SNS 等で本プログラムおよび能と伝統文化の素晴らしさを

世界へ向けて発信する役割を担う。 

 

・メディア創造学科での学びを活かし、本動画の企画・撮影・編集の全てを同ゼミ生が担当。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.pref.kyoto.jp/kikaku/news/certification_2310.html


■「Know the Spirit of Noh」プログラム体験の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◾学芸学部メディア創造学科関口ゼミについて 

同ゼミでは 2 年次から毎年、産学連携プロジェクトとして、京都の伝統文化を新時代に即した手法で一段と活性

化させるためのイベントプロデュースに継続的に取り組んでいます。活動は 10 年以上の実績を持ち、各業界や

メディアからも注目されています。 

昨年は、本学と京都の伝統文化を支えてきた宇治茶の老舗企業、和婚を中心としたブライダル企業との三者コ

ラボレーションで婚礼演出企画を商品化しました。 

 

■メディア関連の方へ 

取材をご希望の方は、お手数ですが、下記お問い合わせまでご連絡をお願いいたします。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

同志社女子大学広報部広報室広報課 

広報課長 前野健 

電話：0774-65-8631 

ＦＡＸ：0774-65-8632 

E-mail: koho-t@dwc.doshisha.ac.jp 


